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脈絡叢においては、血液側から上皮細胞を介して水や電
解質が輸送されることで脳脊髄液が産生され、脳室腔へ
分泌される。脳脊髄液は脳内を循環して脳の恒常性を維
持しているが、その産生と吸収、または循環のバランス
が崩れると水頭症を生じる。
非症候性の先天性水頭症患者の複数の家系において

DAPLE遺伝子変異が報告されており、その全ての遺伝
子変異においてDAPLEのPDZドメイン結合モチーフを
欠損していた。一方培養上皮細胞では、DAPLEはPDZ
ドメインを持つ細胞間接着因子に結合し、細胞間接着の
形成に機能する。
今回我々は、水頭症患者と同様にPDZドメイン結合モ

チーフを欠損したDaple遺伝子変異マウスを作成し、脈
絡叢上皮細胞の細胞間接着を解析した。細胞間接着の異
常が先天性水頭症の発症に関与する可能性を議論したい。
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